
重点目標評価シート 3-2 

基本方針 3  大阪府立図書館は、府域の子どもが豊かに育つ読書環境づくりを進めるとともに、国際児童文学館の

機能充実に努めます。 

重点目標 

3-2 

児童サービスの実践および情報収集の成果を広く発信し、子ども読書活動の推進に寄与する

とともに、児童サービスに携わる人材の育成と交流を進めます。 

評価 

（25年度） 〇 

【評価の理由】 

新規に「児童サービス中級研修」を実施するなど、受講者のレベルや立場にあわせた

研修を実施した。「公立図書館と学校との合同研修」の満足度がやや低く、26年度に

向けて内容を精査する必要がある。 

「子どもの読書推進に関わる人のページ」の新設については、図書館情報システムの

リプレイスによる CMS への移行等の影響により進捗が遅れたが、26 年度早期の公開

をめざす。 

25 年度は、初の試みとして、こども資料室行事に協力していただいているボランテ

ィア団体との意見交換会を行った。今後もこれらのボランティア団体と協働して様々

な事業を行い、子どもの読書活動を推進する。 

 

重点指標 
24 年度末 

実績 
目標 

25 年度末 

実績 
進捗（［］は中間結果） 

実施した研修の参加者満足度 9.4 毎年 9.0以上 8.9  

児童サービスホームページアクセ

ス数 
74,888 毎年 75,000 93,134  

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)児童サービスに関する研修の実施 
「子どもの読書推進活動支援員養成講座」 
「公立図書館と学校との合同研修」 
「児童サービス基本研修」 
「児童サービス実務研修」 
「児童サービス担当者連絡会」 

 
(2)児童サービスホームページの拡充 
 「子どもの読書推進に関わる人のページ」の新設 

(1)前年に引き続き児童サービスに関する研修を実施、
「児童サービス中級研修」を新規で実施 

 
(2)大人対象の児童サービス関係の情報発信を目的と
したホームページの内容について、検討・調整 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)受講者の立場やレベルに合わせた受講対象、実
施時期、内容などを設定した児童サービスに関す
る研修を実施 

 
(2)前年度の検討を受け、子どもの読書推進に関わ
る人を対象にしたページを公開 

 

平 

成 

27 

年 

度 

  

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・平成 24年度に実施し好評であった「支援員養成講座」の内容を精査し、最終的には府域のボランティア養

成を市町村が受け持つことのできるよう、より趣旨に沿う形でプログラムを考え実施していく。 

・平成 25年度に「子どもの読書推進に関わる人のページ」を新設し、研修の案内・資料・報告などを掲載し

ていく。 

 


